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１．研究の背景と目的 

砂浜保全は海岸管理における重要な課題の一つで

あるが、侵食対策などの事業評価において定量的に

評価されているのは背後地の防護上の便益のみであ

り、利用や環境上の便益については評価されてこな

かった。しかし最近では、国土交通省水管理・国土

保全局による「はまツーリズム推進プロジェクト」

など、砂浜を活用した観光・レジャー拠点創出の取

り組みも始まっており、これらを後押しするために

も、砂浜保全の便益を分かりやすく「見える化」す

る方法の確立が求められている。 

そこで、本研究では、砂浜が有する環境・利用上

の価値を定量的に評価する手法を提示することを目

的とし、2018年度は利用上の価値の評価を試みた。 

２．砂浜の利用上の価値の評価方法 

 砂浜の価値評価に関する先行研究は、旅行費用法

（TCM）や仮想市場評価法（CVM）によるものが存在

するが、海岸管理者が自ら実施するには費用等の負

担が大きい。そのため、新たな調査を実施せずとも

簡便に評価できるよう、砂浜が有する標準的な価値

（原単位）を旅行費用法によって提示することとし、

既往統計の活用、ＷＥＢアンケート、携帯電話の位

置情報などの様々な方法による算定を試行した。 

 ＷＥＢアンケートでは、約400万人を対象に最近１

年間の山、川、湖、砂浜等への訪問履歴を質問し、

回答のあった約30万人のうち、砂浜を目的とした旅

行をしたと回答した約５万人分について出発地と到

着地の組み合わせ情報（ＯＤデータ）を得た（図-1）。

これをもとに求めた海水浴を目的とする旅行者数の

都道府県間の差異は、公表されている海水浴場の利

用者数の統計と概ね傾向が一致していた。 

図-1 砂浜への来訪者の出発地の内訳の例 

 ＷＥＢアンケート回答者のうち約4,300人には、さ

らに詳しい目的地や交通手段・費用を質問しており、

これらの調査結果を用いて砂浜利用１回あたりのレ

クリエーション価値を算定することができ、例えば

神奈川県については18，149円と算定された（図-2）。 

図-2 神奈川県を到着地とする砂浜利用目的の旅行

の交通費用と交通量（人口100万人あたりに換

算した各都道府県からの旅行者数） 

３．今後の予定 

砂浜が有する利用上の価値の原単位を都道府県ご

とに算定して公表するとともに、海岸管理者が実施

可能な評価手法の例も提示していく予定である。 
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１．はじめに

一般的に下水の温度は、外気温に比べて冬は暖か

く夏は冷たいという特性がある。この温度差を熱エ

ネルギーとして利用することにより、石油や天然ガ

ス等の消費量やCO2排出量の削減が期待できる。また

下水は、都市内に豊富に存在しており、都市におけ

る熱需要家との需給マッチングの可能性が高く、国

土交通省では未利用エネルギーである下水熱の利用

促進を図る取組を積極的に進めている。一方、国土

交通省では、国総研下水道研究部を実施機関として、

2011年度より下水道革新的技術実証事業（B-DASHプ

ロジェクト）を実施しており、2018年度には、下水

熱による車道融雪技術が2件採択された。本稿では、

この2つの技術について、その概要を紹介する。

２．実証技術の概要

(1)小口径管路からの下水熱を利用した融雪技術の

実用化に関する実証研究（東亜グラウト(株)・(株)

丸山工務所・十日町市共同研究体）

本技術は、下水管きょの老朽化対策の一つである

管更生工事と同時に採熱管を設置することで、これ

まで難しかったφ800mm以下の中小口径管での下水

熱利用を可能とする技術である。また、下水熱のみ

を利用した運転（循環ポンプのみ作動）とヒートポ

ンプを併用した運転を、降雪状況や気温等の条件に

よって自動的に切り替えることで、従来よりも効率

的に車道融雪を行うことを目指している（図-1(a)）。

(2)ヒートポンプレスで低LCCと高COP（成績係数）を

実現する下水熱融雪システムに関する研究（(株)興

和・積水化学工業(株)・新潟市共同研究体）

本技術は、熱伝導率が高い採熱管や舗装材料の採

用、循環液の流向・流速の工夫等により、ヒートポ

ンプを用いずに下水熱のみで、従来より低コスト（低

LCC）かつ効率的（高COP）な車道融雪を目指す技術

である（図-1(b)）。

３．実証研究成果の活用

現在は実証施設の設置が完了し、施設の運用、各

種データの収集を開始したところである。今後は運

用実績や収集したデータを用いて、技術の性能や各

種コストについて確認した上で、本技術導入のため

のガイドラインを策定する予定である。

☞詳細情報はこちら

http://www.nilim.go.jp/lab/ebg/b-dash.html
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図-1 技術の概要

(a) 小口径管路からの下水熱を利用した融雪技術の実用化 
に関する実証研究

(b) ヒートポンプレスで低 LCCと高 COPを実現する
下水熱融雪システムに関する研究 
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